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歯

叢

文
化
現
畿
の
凝
集
作
用

第
ニ
十
五
巻

一O
=

一λ

第
五
雄

丸
占
ハ

文

化

現

象

の

凝

集

作

用

( 

ー
) 

恒

藤

恭

八

文
化
現
象
の
集
中
作
用
ご
其
磁
集
作
用

文
化
現
象
の
凝
集
作
用
Z
類
似
し
た
様
相
を
呈
し
、
ぞ
れ
E
混
同
さ
れ
る
快
れ
の
ゐ
る
の
は
、
文
化
現
象
の
集

中
作
用
で
ゐ
る
o

前
逃

ω如
〈
、
文
化
現
象
の
凝
集
作
用

ω概
念
は
主
ご
し
て
認
識
論
的
又
は
方
法
論
的
興
味
か

ら
し
て
問
題
ご
芭
れ
る
の
で
ゐ

h
、
此
概
念
の
表
明
せ
む
ピ
す
る
所
は
、

「
或
る
叩
刊
の
文
化
領
域
に
お
い
て
そ
の

稲
の
文
化
現
象
の
本
質
が
倒
々
の
現
象
の
内
容
を
通
じ
て
顕
現
す
る
形
態
が
不
喬
一
で
ゐ
争
、

一
群
の
現
象
に
お

い

τは
本
質
的
内
容
が
比
較
的
に
純
粋
に
且
つ
充
貸
せ
る
形
態
に
お
い
て
輿
へ
ら
れ
た
る
に
反
し
て
、
他
の
詳
の

現
象
に
お
い
て
は
反
調

ω趣
を
呈
す
る
傾
向
が
存
す
る
」
ご
い
ふ
事
貨
で
あ
る
。
じ
か
る
に
文
化
現
象
の
集
中
作

用
の
概
念
は
専
ら
経
験
科
間
半
的
見
地
か
ら
し
て
問
題
己
古
れ
る
の
で
あ
b
、
此
概
念
の
表
明
せ
む
ご
す
る
所
は
、

「
一
定
の
事
質
的
文
化
領
域
、
即
ち
一
定
の
文
化
地
域
‘
文
化
時
域
も
L

(
は
文
化
枇
曾
域
に
着
服
す
る
ぜ
き
、

是
の
中

ω比
峻
的
仁
局
限
古
れ
た
部
分
に
お
い
て
は
或
る
租
の
文
化
現
象
が
多
量
に
集
中
し
て
奥
へ
ら
れ
る
に
反

.' ~_. ・.• • ~ 



L 

是
の
他
の
部
分
仁
お
い
て
は
稀
務
な
る
分
布
紋
態
に
お
い
て
奥
へ
ら
れ
る
場
合
が
存
す
る
」
ご
い
ふ
事
質
で

あ
る
。文

化
現
象
の
凝
集
を
来
す
枇
合
的
原
因
ど
そ
の
集
中
を
促
す
枇
曾
的
原
因
ご
が
同
一
で
あ
る
場
合
又
は
互
ひ
に

出
向
綾
な
闘
梯
を
有
す
る
場
合
は
多
い
け
れ
U
」
、
し
か
も
此
れ
ら
の
二
秘
的
現
象
は
必
十
L
b
↑
致
し

t
又
ル
卒
行

し
て
成
b
立
つ
も
の
で
は
な
〈
、

一
方
の
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
蕗
に
必
宇
L
も
他
方
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
限
ら

告
、
二
者
は
師
川
河
的
に
異
な
る
現
象
で
あ
る
o

集
中
形
態
を
提
示
す
る
文
化
現
象
の
性
質
如
何
に
よ
っ

τ、
言
ひ
か
へ
る
ご
、
集
中
す
る
現
象
が
文
化
主
健
で

あ
る
か
、
文
化
活
動
で
あ
る
か
、
文
化
財
で
あ
る
か
、
文
化
組
織
で
あ
る
か
に
よ
っ

τ、
文
化
現
象
の
集
中
作
用

の
様
相
は
多
徒
で
あ
る
。
そ
し
て
革
質
的
文
化
傾
械
の
如
何
な
る
方
面
に
着
服
古
れ
る
か
に
従
っ

τ、
文
化
地
域

的
集
中
、
文
化
時
域
的
集
中
、
文
化
枇
曾
域
的
集
中
等
が
厩
別
し
得
ら
れ
る
し
、
夏
に
例
へ
ば
文
化
地
域
に
つ
い

て
は
、
岡
際
的
、
岡
内
的
、
地
方
的
、
地
匝
的
集
中
等
が
腕
取
し
得
ら
れ
る
。

文
化
現
象
の
集
中
作
用
は
従
来
主
ご
し

τ経
済
現
象
正
か
政
治
現
象
ご
か
に
つ
い
1

て
注
目
3
れ
考
究
吾
れ
て
ゐ

る
酬
酬
が
ゐ
る
り
れ
ど
、

そ
の
他
の
諸
々
の
文
化
現
象
に
つ
い

τも
集
中
作
用
の
概
念
は
十
分
な
る
意
義
を
有
L
、

そ
れ
ら
の
現
象
の
集
中
作
用
の
事
貨
は
事
質
的
文
化
領
域
的
構
造
な
り
品
目
尾
形
態
な
り
を
認
識
す
る
上
に
重
要
な

る
悶
索

ω
一
を
成
す
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
ら
前
。
そ
し
て
各
積
の
文
化
現
象
が
空
間
、
時
間
、
枇
曾
の
諸
見
紡
か

面市

護

文
化
説
訟
の
擬
英
作
用

第
二
十
五
巻

一
O
一一一丸

第
五
貌

ゴL
-10; 

4‘ 

、
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論

最

文
化
現
象
白
磁
集
作
用

第
二
十
五
巻

一O
四
O

第
五
根

丸
λ 

ら
観
て
如
何
な
る
集
中
紋
態
を
示
す
か
ご
い
ふ
こ
ピ
は
、
或
る
時
代
の
或
る
枇
曾
に
ゐ
た
へ
ら
れ
た
文
化
領
域
的

個
性
的
内
容
を
形
成
す
る
一
成
分
た
る
ご
共
に
、
そ
の
普
遍
的
態
様
の
認
識
の
魚
に
も
役
立
つ
意
義
を
有
す
る
。

か
や
う
に
文
化
科
問
中
的
考
察
に
ご
っ
て
文
化
現
象
の
集
中
作
用
は
重
要
な
る
問
題
の
一
を
成
す
り
れ
ど
山
其
れ

は
文
化
現
象
の
本
質
の
級
現
す
る
態
様
ピ
は
交
渉
す
る
所
な
〈
、
従
つ

τ文
化
現
象
の
本
質
の
認
識
を
問
題
正
す

る
見
地
か
ら
し

τは
特
に
顧
慮
5
れ
る
こ

FMT」
誓
一
せ
ぬ
。
文
化
現
象
の
集
中
山
肌
態

ω存
す
る
蕗
に
文
化
現
象

ω凝

集
作
用
金
槻
取
し
得
る
場
合
が
多
い
り
れ
ど
・
役
者
は
文
化
現
象
の
非
集
中
山
肌
腿
の
存
す
る
蕗
に
も
屡
々
凱
取
さ

れ
得
る
o

文
化
現
象
が
一
定

ω時
城
、
地
域
、
枇
曾
域
に
集
中
せ
る
炉
否
か
を
考
察
す
る
見
地
に
お
い
て
は
、
本

質
的
内
容
を
も
非
本
質
的
内
容
を
も
共
有
せ
る
文
牝
現
象
の
各
者
が
等
質
的
内
容
を
そ
な
へ
た
謝
象
的
単
位
ご
し

て
親
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
現
象
が
如
何
な
る
形
態
仁
お
い

τ本
質
的
内
容
を
そ
な
へ
て
ゐ
る
か
は
、

会
〈
考
慮
の
外
に
陸
か
れ
て
ゐ
る
。

文
化
現
象

ω凝
集
作
用
・
分
化
作
用
及
び
集
中
作
用
の
三
者
は
・
大
鰻
に
お
い
て
互
ひ
に
密
接
な
る
闘
聯
を
も

A

つ
も
の
で
ゐ
る
り
れ
ど
、
文
化
現
象
の
凝
集
作
別
ピ
集
中
作
用
ピ
の
関
聯
は
、
前
岩
ご
1
7
化
作
用
ご
の
関
聯
の
如

〈
緊
密
な
る
も
の
で
は
な
い
。

文
化
現
象
の
凝
集
作
用
も
、

ぞ
の
集
中
作
用
も
、

い
づ
れ
も
文
化
現
象

ω
本
質
に
基
い
て
必
然
し
成
り
立
つ
現

象
で
は
な
レ
。
文
化
現
象
の
本
質
が
質
在
の
世
界

ω内
面

t
お
い
て
の
み
顕
現
さ
れ
能
ム
も
り
で
め
る
事
は
文
化

. ，..... '巴，， 



現
象
の
本
質
に
属
す
る
り
れ
ど
、
文
化
現
象
内
本
質
が
何
故
に
一
様
な
る
形
態
に
お
い
て
質
在
の
世
界
に
顕
現
さ

れ
能
は
ぬ
か
、
ま
た
文
化
現
象
が
何
故
仁
容
間
的
、
時
間
的
又
は
枇
曾
的
に
見
て
一
様
な
る
仕
方
で
寅
在
の
世
界

に
隔
制
現
苫
れ
能
は
ぬ
か
は
、
文
化
現
象
ゆ
本
質
か
ら
し
て
理
曾
Z
れ
る
も
の
で
は
な
〈
、
貸
在
の
世
界
の
本
質
か

ら
し
て
初
め
て
理
曾
古
れ
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
文
化
現
象
の
凝
集
作
用
に
つ
い
て
も
集
中
作
用
に
つ
い
で
も
・

賞
在
の
世
界
に
お
り
る
文
化
現
象
の
成
立

ω様
相
に
閲
嚇
し
て
文
化
的
内
容
が
或
る
中
心
に
集
中
す
る
傾
向
が
問

題
正
吉
れ
て
は
居
る
も
の
¥

一
の
揚
令
に
は
意
味
的
な
る
厳
が

b
の
中
に
本
質
的
意
味
内
容
が
一
群
の
現
象
に

集
中
す
る
傾
向
が
控
目
さ
れ
る
仁
反
し
、
他
の
場
合
に
は
現
・
質
的
な
る
庚
が
り
じ
お
い
て
事
質
的
内
容
が
一
定
砂

範
固
に
集
中
す
る
傾
向
が
注
目
色
れ
る

ωで
ゐ
る
。

九

文
化
現
象
の
本
質
ご
其
理
念
さ
に
つ
い
て

各
種
の
文
化
領
域
は
そ
れ
に
特
有
な
る
文
化
現
象
の
本
質
を
基
礎
正
し
て
成
h
立
つ
も
の
で
あ

h
、
同
一
の
本

質
が
諸
々
の
文
化
現
象
の
内
容
を
過
し
て
嫡
現
す
る
限
b
に
お
い
て
一
の
文
化
領
域
は
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
各
稲
の
文
化
領
域
は
そ
れ
に
特
有
な
る
文
化
現
象
の
本
質
を
議
想
す
る
の
み
な
ら
す
、
ま
た
そ
れ
に
特

有
な
る
文
化
現
象
の
理
念
を
疎
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
は
も
吾
々
は
文
化
現
象
に
闘

L
工
そ
の
本
質
記
理
念

一ームー】

ze管
区
別
し
な
り
れ
ば
な
ら
凶
。

前

叢

文
化
現
象
目
指
集
作
用

第
二
十
荒
巻

O 
四

第
五
抗

:JL 
ブし
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前

接

文
化
現
象
白
磁
集
作
用

崎
市
二
十
五
巻

O 
四

第
五
都

佃
・
阜
の
文
化
現
象
が
或
は
問
問
値
を
有
す
る
も
の
ざ
し
て
、
戒
は
反
則
明
俗
世
有
す
る
も
の

t
し
て
、
判
断
さ
れ
抽
出

ふ
や
う
な
性
献
を
そ
な
へ
つ
つ
成
立
す
る
ご
一
五
ム
こ
ご
は
、
文
化
現
象
の
一
般
的
本
質
に
属
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
文

化
現
象
は
何
ら
か
の
和
別
の
酬
明
値
に
謝
し
て
波
交
渉
的
、
中
立
的
地
位
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
斯
炉
る
必
然
的

運
命
を
荷
ふ
こ
ご
に
よ
っ
て
文
化
現
象
は
原
理
的
仁
自
然
現
象
か
ら
悩
別
さ
れ
る
。
而
L
τ
倒
値
の
多
元
的
な
る

に
照
臆
し
て
文
化
領
域
も
多
元
的
で
あ
h
、
各
輔
の
文
化
領
域

ω中
に
め
た
へ
ら
れ
品
側
々
の
文
化
現
象
の
倒
伯

叉
は
反
耐
恨
値
の
判
断
も
斯
か
る
一
般
的
伐
件
の
支
配
に
服
す
る
。

個
々
の
文
化
現
象
の
欄
他
又
は
反
痕
値
的
判
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
規
準
を
成
す
も
の
は
文
化
現
象
の
理
念
で

あ
る
。
昔
話
ひ
か
へ
る
ご
、

一
定
の
文
化
附
削
減
に
特
有
な
る
文
化
現
象
の
理
念
の
見
地
か
ら
鑑
別
さ
れ
る
ご
き
、

そ

の
領
域
に
属
す
る
個
々
の
文
化
現
象
の
欄
値
又
は
反
傾
値
が
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
ち
、
斯
か
る
理
念
に
謝
す
る
積

極
的
又
は
消
械
的
距
離
に
肱
じ
て
個
々
の
文
化
現
象
の
傾
値
の
量
も
規
定
し
得
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。

し
か
る
に
、
文
化
現
象
己
そ
の
本
質
正

ω闘
係
は
、
右
に
述
べ
た
や
う
な
文
化
現
象
正
そ
の
理
念
己
の
関
係
官

は
根
本
的
仁
越
を
異
に
す
る
。
文
化
現
象
的
理
念
が
文
化
現
象
の
煩
伯
又
は
意
義
の
判
断
の
規
準
た
る
の
芭
異
な

っ
て
、
文
化
現
象
の
本
質
は
文
化
現
象
其
者
の
本
来
的
性
質
又
は
素
質
の
溜
識
の
規
準
を
成
す
。
反
一
機
し
て
言
へ

一一~-一一

t:r 、

一
の
文
化
領
域
に
特
有
な
る
本
質
を
瀬
現
す
る
こ
ご
の
故
仁
、
個
々
の
現
象
は
そ
の
領
域
に
属
す
る
文
化
現

象
た
る
も
の
ご

L
て
認
識
さ
れ
る
o

だ
か
ら
、
同
一
の
文
化
領
域
に
属
す
る
限
b
は、

あ
ら
ゆ
る
文
化
現
象
は
ひ

. 
7 一唱軍'.'占，



ご
し
く
同
一
の
本
質
的
内
容
を
具
有
し
予
従
っ
て
本
質
に
叶
ふ
も
の

Z
反
す
る
も
の
ご
に
眠
則
さ
れ
る
ζ

ご
を
得

な
い
。
唯
、
文
化
現
象
の
凝
集
作
用
の
概
念
の
示
す
如
く
、
同
一
の
文
化
傾
域

ω内
面
に
お
い
て
比
較
的
仁
純
粋

な
る
且
つ
充
質
せ
る
形
態
に
お
い
I

て
本
質
を
旧
制
現
す
る
文
化
現
象
正
、
然
ら
ざ
る
文
化
現
象
を
わ
か
ち
得
る
に
止

ま
る
。
而
し
て
文
化
現
象
の
本
質
を
純
粋
か
っ
充
貸
せ
る
形
態
に
お
い
て
顕
現
す
る
ご
こ
ろ
の
現
象
は
、
長
化
現

象
り
理
念
に
合
し
、
文
化
現
象
の
本
質
を
不
純
粋
か
つ
稲
滞
な
る
形
態
に
お
い
て
旧
制
現
す
る
ぜ
こ
ん
の
現
象
は
文

化
現
象
の
理
念
に
反
1
る
ピ
い
ふ
や
う
に
判
断
し
能
ふ
も
の
で
は
な
い

U

文
化
現
象
の
理
念
古
本
質
ご
は
判
断
り

規
準
ご
し
て
別
異
の
機
能
を
い
己
な
む
も
の
で
あ
る
。

但
、
文
化
現
象
の
本
質
の
概
念
を
異
な
る
見
地
か
ら
別
様
の
意
味
に
お
い
て
定
立
す
る
こ
芭
は
可
能
で
あ
る
o

す
な
は
も
認
識
論
的
も
し
く
は
方
法
論
的
見
地
か
ら
は
、
以
上
に
規
定
し
た
や
う
な
怠
味
に
お
い
て
文
化
現
象
の

本
質
を
概
念
し
、
耳
に
侭
値
論
的
又
は
理
想
論
的
見
地
か
ら
は
、
文
化
現
象
の
理
念
を
目
し
て
、
文
化
現
象
の
本

質
♂
」
呼
ぷ
こ
と
を
妨
げ
ぬ
で
あ
ら
う
。
し
炉
る
時
は
、
前

ω見
地
か
ら
定
立
さ
れ
た
文
化
現
象
の
本
質
の
概
念

は
、
文
化
現
象
の
封
象
的
本
質
の
概
念
正
名
づ
け
、
後
の
見
地
hr
ら
定
立
さ
れ
た
共
れ
い
は
、
文
化
現
象
の
煩
値
的

又
は
理
想
的
本
質
の
御
念
ご
名
づ
け
能
ム
で
ゐ
ら
う
。

た
ご
へ
ば
、
或
る
道
徳
現
象
は
、
異
に
道
徳
現
象
で
ゐ
る
以
上
は
、
必
宇
道
徳
現
象
ピ

L
て
の
本
質
的
内
容
を

具
備
せ

F
る
は
無
い
。
新
〈
一
式
ふ
場
合
仁
は
、
道
徳
現
象
的
掛
象
的
本
質
が
念
頭
に
置
か
れ

τゐ
る
ご
考
へ
得

ι

論

議

文
牝
現
象
的
山
間
集
作
川

第
二
十
五
巻

一O
四
三

第
宜
腕

O 

"，可~.'， . 



第
ニ
十
五
巻

一O
凶
囚

第
五
親

O 

育指

叢

文
化
現
象
の
雌
操
作
用

れ
る
で
ゐ
ら
う
o

他
方
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
現
象
は
、
道
徳
現
象
の
理
念
を
規
準
正
し
て
、
善
を
意
味
す

る
も
の
ご
惑
を
意
味
す
る
も
の
ご
に
判
別
古
れ
る
。
而
し
て
善
を
意
味
す
る
道
徳
現
象
の
本
質
吉
、
思
を
意
味
す

る
道
徳
現
象

ω本
質
ご
が
同
一
で
な

f
、
且
つ
比
れ
ら
の
二
様
の
本
質
が
道
徳
現
象
其
者
の
(
謝
象
的
)
本
質
吉
田
耳

な
る
意
義
を
有
す
る
故
に
こ
そ
、

ひ
ご
し
〈
道
徳
的
文
化
領
域
の
中
に
あ
た
へ
ら
れ
る
現
象
の
中
に
善
を
あ
ら
は

す
も
の
Z
惑
を
ゐ
ら
は
す
も
の
ご
の
二
栂
が
匝
別
苫
れ
能
ふ
わ
り
で
ゐ
る
。
斯
か
る
立
言
に
お
い
て
善
を
意
味
す

る
道
徳
現
象
的
本
質
正
い
ひ
又
は
惑
を
意
味
す
る
道
徳
現
象
の
本
質
z
h
1
A
の
は
、
畢
覚
、
道
徳
の
理
念
を
意
味

す
る
も
の
ご
し
て

ω本
質
己
、
こ
れ
に
正
反
掛
な
る
意
味
を
有
す
る
も
の
ぜ
し
て
の
本
質
を
指
す
も
の
に
他
な
ち

lI;I 。
文
化
現
象
の
凝
集
作
用
を
問
題
正
す
る
場
合
に
前
提
苫
れ
る
Z
-
』
ろ
の
文
化
現
象
的
本
質
の
概
念
は
文
化
現
象

の
劃
象
的
本
質
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、

そ
の
理
想
的
本
質
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
げ
い
か
ら
文
化
現

象
が
凝
集
扶
践
を
提
示
す
る
ご
き
、
其
蕗
に
文
化
現
象
の
本
質
が
比
綾
的
に
純
粋
且
つ
豊
富
に
顕
現
古
れ
る
さ
言

っ
て
も
、
斯
か
る
般
般
が
文
化
現
象
の
理
念
に
照
ら
し
て
望
ま
し
き
も
の
で
あ
る
こ
吉
、
云
ひ
か
へ
る
ピ
、
文
化

現
象
の
理
想
的
本
質
の
純
粋
か
つ
充
質
せ
る
瀬
現
の
扶
態
た
る
こ
ご
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。

十

文
化
現
象
の
本
質
の
額
現
形
態

， ，....... 
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或
る
文
化
領
域
仁
お
い
て
文
化
現
象
の
凝
集
欣
践
が
成
h
立
つ
蕗
仁
英
領
域
仁
特
有
な
る
文
化
現
象
の
本
質
が

比
較
的
に
純
粋
且
つ
充
質
せ
る
蚊
態
に
お
い
1

て
願
現
さ
れ
る
E
い
ふ
時
、
文
化
現
象
の
純
粋
に
し

τ充
貸
せ
る
顕

現

ω様
相
Z
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
。

生
活
賞
在
の
構
成
素
材
た
る
原
本
的
賞
在
要
素
は
、
文
化
的
認
識
の
諸
見
駄
の
い
づ
れ
か
ら
考
察
苫
れ
る
か
に

よ
っ
て
、
異
な
る
文
化
現
象
の
構
成
分
子
Z
し
て
認
識
さ
れ
る
可
能
性
を
も
っ
。
ザ
ル
か
ら
、
若
干
の
費
在
要
素
が

相
関
聯
し

τ
一
一
側
の
文
化
現
象
を
形
成
す
る
態
様
は
複
雑
た
ら
ぎ
る
を
得
す
、
そ
れ
に
基
い
て
諸
租

ω
文
化
現
象

は
謂
は
ば
互
ひ
に
抱
合
し
錯
綜
し
つ
つ
生
活
賞
在
の
中
に
奥
へ
ら
れ
る
。
す
な
は
も
生
活
賞
在
の
内
面
に
お
い
て

或
る
種
の
文
化
現
象
が
少
し
も
他

ω積
の
文
化
現
象
己
結
合
す
る
こ
己
な
〈
単
純
に
そ
れ
に
け
存
在
す
る
Z
一五ふ

や
う
な
場
令
は
例
外
的
で
あ
り
、
同
一
の
基
盤
の
上
に
二
稲
以
上
の
文
化
現
象
が
並
び
成
立
す
る
の
を
原
則
正
す

る
o

化
ご
へ
ば
、
言
語
現
象
は
宗
致
現
象
‘
義
術
現
象
、
法
律
現
象
、
経
済
現
象
等
芭
結
合
し
て
成
h
立
つ
を
常

Z
す
る
o

宗
教
現
象
古
義
術
現
象
ピ
言
語
現
象
正
が
結
合
せ
る
場
合
(
例
へ
ば
讃
美
歌
、
和
讃
)
法
律
現
象
古
経
済

現
象
三
一
言
一
語
現
象
ピ
の
結
合
せ
る
場
合
(
例
へ
ば
商
品
の
小
貰
的
取
引
、
取
引
所
に
お
け
る
立
曾
)
、
言
語
現
象
正

蕗
術
現
象
ご
の
二
者

ω結
合
し
た
も
の
が
法
律
現
象
及
び
綬
糖
現
象
の
結
合
し
た
も
の
ご
真
に
結
令
し
て
あ
た
へ

ら
れ
る
場
合
(
例
へ
ば
有
償
契
約
の
履
行
芭
し

τ怨
さ
れ
る
歌
唱
)
な
ど
を
奉
示
し
た
ど
り
で
も
、
現
質
り
生
活
賞

在
に
お
げ
る
異
捕
刊
の
文
化
現
象
の
錯
雑
せ
る
成
立
状
態
は
料
h
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
o
各
穣
の
文
化
科
事
的
認
識

第
二
十
宣
告

議

一O四
宜

文
化
現
象
由
雄
集
作
用

第
五
抗

O 

論

'・... • J 



諭

議

文
化
現
象
。
獅
集
作
用

第
二
十
五
巻

一O
回
大

第
五
硯

O 
四

は
斯
か
る
直
接
的
具
櫨
的
事
貨
に
謝
し
一
定
の
認
識
見
鮎
か
ら
抽
象
作
用
を
施
し
、
之
を
一
面
的
に
展
開
せ
し
め

て
他
碩
的
文
化
領
域
か
ら
思
想
的
に
隔
離
せ
る
一
の
文
化
領
域
を
成
b
立
た
し
め
る
。
而
し
て
掛
(
し
て
獲
得
苫

れ
た
抽
象
的
文
化
傾
城
り
統
一
的
様
相
を
把
持
し
っ
、
生
活
質
在
内
異
質
的
具
櫨
的
従
相
に
嘗
面
す
る
ご
.
き
、
同

一一組制問

ω文
化
現
象
が
甚
だ
複
雑
な
仕
方
で
他
の
諸
種

ω文
化
現
象
り
閥
に
介
入
せ
る
の
を
凱
取
し
能
ふ
の
で
あ

る。
文
化
現
象

ω本
質
は
文
化
現
象
が
文
化
現
象
正
し
て
成
b
立
つ
嶋
崎

ω根
燥
を
成
す
。
例
へ
ば
A
な
る
文
化
領
域

仁
一
服
す
る
文
化
現
象

a
は
必
十
や
一
定
的
本
質
的
内
容

T
r具
有
す
る
こ
E
に
よ
h
文
化
現
象

a
z
し
て
成
h
立

っ
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
場
合
仁
文
化
現
象

a
仁
お
V
て
非
本
質
的
内
容
E
共
に
見
曲
さ
れ
る
己
こ
ろ
の
本
質
的

内
容
圧
は
闘
定
不
動
の
成
分
か
ら
形
成
苫
れ
、
文
化
現
象

a
の
見
本
た
る
文
化
現
象
.
r
J
t
d
t

等
の
相
互
の
差
異

は
、
単
に
本
質
的
内
容
圧
に
附
加
す
る
非
本
質
的
内
容
の
稲
別
又
は
分
量
り
異
な
る
ニ
ご
に
基
い

τ生
じ
る

b
の

で
は
無
い
。
文
化
現
象
a
の
本
質
的
内
容
圧
は
動
的
弾
力
性
セ
有
し
・
そ
れ
が
個
々
の
文
化
現
象
d
d
d
等
に
お

い
て
非
本
質
的
内
容
正
結
合
し

τ後
者
を
支
配
す
る
態
佐
川
は
、
仰
々
的
現
象

ω異
な
る
に
つ
れ
て
必
宇
し
も
一
様

で
は
な
レ
。
文
化
現
象
的
本
質
が
比
般
的
に
純
粋
な
る
且
つ
充
質
せ
る
形
態
に
お
い
て
綴
現
官
る
場
合
己
然
ら
ぎ

一一一ーー一

る
場
合
正
の
存
す
る
の
は
、
右
の
や
う
な
事
情
に
基
因
す
る
。

凝
集
紋
漣
に
あ
る
文
化
現
象
の
第
一
の
特
徴
は
、

そ
の
形
態
が
判
明
な
る
限
界
に
よ
っ

τ固
ま
れ
て
ゐ
る
事
で

障 面-. ， 
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め
る
o

文
化
活
勘
の
主
位
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
例
へ
ば
、
宗
教
生
活
仁
お
り
る
僧
侶
又
は
牧
師
・
法
律
生
活
に
お

り
る
裁
判
官
又
は
綿
護
士
、
政
治
生
活
に
お
り
る
閥
務
大
臣
又
は
闘
曾
議
員
，
経
済
生
活
に
お
り
る
令
融
業
者
又

は
工
場
券
働
者
・
教
育
生
活
じ
お
け
る
曲
学
校
数
師
叉
は
皐
生
等

ω如
き
は
、
新
か
る
見
貼
か
ら
し
て
判
明
に
限
界

づ
り
ら
れ
た
ど
こ
ろ
の
形
態
を
有
す
る
文
化
現
象
で
あ
る
記
言
ひ
得
る
。
文
化
財
に
つ
い
て
言
へ
ば
|
|
そ
し

τ

前
の
例
古
平
行
し
た
例
を
一
不
す
な
ら
ば
、
宗
数
生
活
に
お
り
る
寺
院
の
建
築
又
は
粧
典
、
法
律
生
活
に
お
り
る
法

廷
り
設
備
又
は
法
典
、
政
治
生
活
に
お
り
る
議
事
堂
又
は
投
嘉
手
段
、
経
済
生
活
に
お
け
る
工
場
又
は
商
品
、
品
訓

育
生
活
仁
お
り
る
同
学
校
又
は
質
験
材
料
等
仁
お
い
て
.
同
肢
の
依
件
を
み
た
す
文
化
現
象
が
奥
へ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
場
合
に
お
い
て
、
例
へ
ば
或
る
建
築
物
が
寺
院
正
し
て
又
は
工
場
ご
し

τの
意
義
を
も
っ
ピ
言
、
そ
れ
は
寧

に
空
間
的
に
判
然
E
限
界
づ
り
ら
れ
た
直
糊
的
形
態
を
も
つ
の
み
な
ら
争
、
宗
教
的
生
活
方
向
叉
は
艇
済
的
生
活

方
向
へ
の
一
義
的
関
聯
が
人
悶
に
よ
っ
て
白
質
的
に
設
定
さ
れ
、
且
つ
枇
曾
的
承
認
を
受
付
て
居
る
鋳
に
、
判
明

な
る
文
化
意
味
的
形
態
を
有
す
る
も
の
ご
し
て
認
識
苫
れ
能
ふ
の
で
あ
る
。

右
の
や
う
な
傑
件
を
み
た
す
己
こ
ろ
の
或
る
積
り
文
化
現
象
が
そ
の
純
の
文
化
現
象
の
固
有
す
る
特
色
を
濃
厚

に
か
つ
鮮
明
に
ゐ
ら
は
す
や
う
な
仕
方
で
成
b
立
つ

Z
き、

そ
の
稀
の
文
化
現
象
の
本
質
が
比
較
的
仁
純
粋
な
且

つ
充
質
せ
る
形
態
に
お
い
て
胤
現
せ
る
も
の
ご
言
ひ
得
る
。
前
述
の
如
く
、
同
一
の
原
本
的
賀
在
要
素
は
二
積
以

上

ω文
化
現
象

ω構
成
分
子
ご
し
て
の
機
能
を
い
芭
な
み
抱
ふ
も
の
で
あ
今
、
従
っ
て
同
一
の
基
盤
の
上
一
九
唯
一

盤

文
化
現
象
の
凝
集
作
用

第
二
十
五
巷

一O
凹
七

第
五
都

諭

。
五

. 
J 一...，'. ; 



論

捜

文
也
現
象
自
撰
集
作
用

第
二
十
五
番

一O岡
λ

第
五
都

O 
大

つ
の
碕
類
の
文
化
現
象
の
み
が
成
立
し
て
ゐ
る
Z
云
ム
意
味
に
お
い
て
文
化
現
象
の
本
質
の
純
粋
な
る
嫡
現
欺
腿

を
思
惟
す
る
-
』
Z
は
委
嘗
で
な
い
。
同
一
の
基
盤
に
立
脚
し
て
異
報
の
文
化
現
象
が
成
b
立
つ
慮
に
、
そ
の
中
の

一
つ
の
締
類
の
文
化
現
象
が
そ
の
特
色
を
濃
厚
に
且
つ
鮮
明
に
後
揮
し
て
居
・
9
・
他
の
縄
類
の
文
化
現
象
り
共
存

が
む
し
ろ
其
錯
に
役
立
っ
て
ゐ
る
や
う
な
場
合
に
は
、
文
化
現
象

ω本
質
の
純
粋
な
晶
寂
現
が
翻
取
苫
れ
飽
ふ
の

で
ゐ
h
、
他
商
品
r
ら
言
ヘ
ば
、
文
化
現
象
の
本
質
が
充
質
せ
る
形
態
に
お

V
E
願
現
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

例
へ

ば
、
寺
院
の
建
築
は
宗
致
現
象
た
る
意
義
を
も
っ

z同
時
に
、
多
〈
の
場
合
に
郵
術
現
象
な
る
意
義
を
も
有
す

る
。
し
か
も
其
造
形
美
術
的
内
容
が
、
祭
瓶
、
脱
薦
、
安
息
等
の
場
所
ご
し
て
の
宗
致
的
意
義
に
よ
〈
調
和
す
る

も
の
で
あ
b
、
前
者
が
後
者
の
殺
巣
を
強
め
又
は
深
め
る
も
の
で
あ
る
ご
き
、
寺
院
の
建
築
に
お
い
て
宗
数
現
象

の
本
質
は
比
統
的
に
純
粋
に
か
つ
充
質
せ
る
形
態
に
お
い
て
顕
現
す
る
。
宗
教
の
理
念
の
立
場
か
ら
考
へ
る
な
ら

ぱ
、
寺
院
の
建
築
t
h
r
、
共
世
陣
で
行
は
れ
る
儀
式
z
h
r
鵡
奔
ご
が
の
如
き
は
、
必
宇
し
も
宗
教

ω(理
想
的
)
本
質

を
純
粋
に

E
っ
壁
崩
に
ゐ
ら
は
す
も
の
ど
言
ひ
待
歩
、
反
っ
て
そ
の
純
粋
、
貧
疎
な
る
あ
ら
は
れ
で
あ
る
事
が
な

い
芭
も
限
ら
旧
制
。
唯
、
宗
滋
現
象
を
文
化
現
象
ゆ
一
種
記
し
て
珊
臨
時
醜
科
率
的
に
認
識
す
る
立
場
に
ご
つ
て
は
、
幅
捌

や
う
に
宗
教
り
理
念
の
立
場

T
b見
た
宗
殺
現
象
の
本
質
り
ゐ
ら
は
れ
を
問
題
ご
す
る
こ
ど
は
許
き
れ
な
い
。

ま
た
例
へ
ば
、
或
る
宗
教
側
鵠
が
土
地
の
一
定
範
囲
を
占
涼
し
、

そ
の
宗
致
的
信
僚
に
基
い
て
自
足
的
経
済
生

活
を
い
ご
な
ん
で
居
る
場
合
に
、
こ
れ
を
一
の
経
糠
現
象
正
し
て
翻
る
ご
さ
、
新
か
る
現
象
の
宗
致
的
意
義
は
十

-， . .... ~ 



分
に
そ
の
経
済
的
意
義
に
感
化
し
調
和
し
て
居
る
宣
言
ひ
難
〈
、
従
っ
て
斯
か
る
現
象
に
お
い
て
経
済
現
象
の
本

質

ω比
較
的
に
純
粋
な
る
頴
現
の
様
相
を
認
識
す
る
ニ
芭
を
得
な
い
。
斯
か
る
場
合
に
お
い
て
は
む
し
ん
経
糖
現

象

ω瞭
散
欽
態
に
常
面
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
比
す
れ
ば
例
へ
ば
近
代
的
エ
場
生
産
に
お
い
て
経
済
現
象
の

本
質
が
遥
か
に

Y
い
純
特
に
且
つ
ド
ド
豊
満
な
る
形
態
に
お
い
て
願
現
せ
る
こ
芭
は
明
か
で
め
る
。
数
量
化
苫
れ

た
物
的
償
低
の
相
互
的
閥
聯
を
直
接
又
は
間
接
に
反
映
す
る
一
』
ご
は
経
済
現
象
の
根
本
的
特
色
を
成
す
も
の
で
ゐ

る
が
、
自
足
的
経
掛
単
位
仁
お
い
て
生
産
き
れ
る
尉
仁
比
す
れ
ば
斯
か
る
特
色
は
商
品
に
お
い
て
一
層
明
瞭
に
あ

ら
は
れ
、
貨
幣
に
お
い
て
特
に
そ
の
程
度
が
大
で
あ
る
。
一
玄

οか
へ
る
ピ
、
商
品
も
し
〈
は
貨
幣
は
経
済
現
象
山

本
質
的
純
粋
に
し
て
充
質
せ
る
姻
現

ω様
相
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
例
へ
ば
、
一
耽
曾
的
集
閣
の
成
員
の

意
思
如
何
に
拘
ら
宇
一
定
的
生
活
椛
式
の
遵
守
に
劃
す
る
要
求

ω貫
徹
苫
れ
る
貼
仁
法
律
現
象
の
特
色
は
存
す
る

か
や
う
な
特
包
は
園
家
組
織
影
中
心
正

L
て
成
b
立
つ
法
律
現
象
仁
お
い
V

で
特
に
鮮
明
に
あ
ら
は

の
で
ゐ
る
が
、

れ
る
の
で
あ

b
、
従
っ

τ其
廃
に
法
律
現
象
の
凝
集
放
娘
が
認
識
苔
れ
能
ふ
の
で
あ
る
。

論

謹

文
化
現
象
白
磁
集
作
用

第
二
十
五
巻

一O
七

一O
四
九

第
五
親
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